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 近年では“まち歩き番組”が人気を博しており，特定の目的地を定めず自由にまち歩きを楽しむ回遊行動

が話題を集めている．しかし，こうした都市部の街区内細街路において，歩行者の進路を何が決定づけ，ど

のような印象が回遊を促す要因であるかといった具体的な景観特性は明確になっていない． 

 そこで本研究では，都市空間の街区内細街路において，歩行者の進路を決定づけさせる魅力的な景観特性

について考究した． 
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１．研究目的 

 

 近年では「ちい散歩」や「ブラタモリ」など，い

わゆる“まち歩き番組”が人気を博している．これ

は特定の目的地を定めず，表通りのような広がりの

ある空間とともにそれによって区画された街区内の

細街路へと一歩入り込み，右へ左へと自由にまち歩

きを楽しむ回遊行動が大きな魅力の一つと考えられ

る．このように，表通りから一歩なかに入り込んだ

細街路は，槇 1)によれば歩行による“見えがくれ”

を，また上田 2)はその複雑な空間構成を“ラビリン

ス(迷宮)”と称し，その空間内で歩行者を方向づけ

る視覚要素“アリアドネーの糸”が重要であるとし

て，その独特の魅力を論じている．しかし，こうし

た都市部の街区内の細街路において，歩行者の進路

を何が決定づけ，どのような印象が回遊を促す要因

であるかといった具体的な景観特性は明確になって

いない． 

 そこで本研究では，幹線道路のような大通りで囲

まれた街区の内側にある細街路を「街区内細街路」

と称し，都市空間の街区内細街路において現地調査

を通じて，歩行者の進路を決定づける魅力的な景観

特性について明らかにすることを目的とする． 

 

 

２．既往文献と本研究の位置づけ 

 

 本研究が論考する街路景観については従来より

様々な観点から研究がなされている． 

 そこで，本研究に関する既往文献レビュー(表-1)

では土木学会，日本建築学会，日本都市計画学会，

日本造園学会，また，文献レビューの補完的役割と

してのJ-STAGEおよびCiNii，Google Scholarを対象

に分析した結果，大きく５つのカテゴリーに整理で

きた．それらの特徴とそれに対する本研究の位置付

けを以下に明示する． 

 

(1)歩行者の経路選択について 

 歩行者の経路選択に関する要因分析として大沸 3)

らは，歩行者は地図からどのように情報を読み取り，
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経路を選択する際にどのようなことが判断材料とな

っているのかを明らかにし，歩行者の選択経路の特

徴を捉えている. 

 竹内 4)は，歩行者に多く利用される道はどのよう

なところに存在し，どのような道を良い道と考えて

いるかを，住民の街路環境評価の実態を調査すると

ともに歩行経路を明らかにし，最短経路との比較に

おいて歩行者が頻繁に利用する街路の特性を捉えて

いる． 

 姜 5)らは，街路において歩行と歩行を促進する環

境の関係性が不明確であることを指摘し，歩行を促

進する条件と経路選択時に重視する空間的要因を考

察した結果，歩行目的別にみた目的地までの最短距

離や車の少なさ，また幅員の広さなどの街路に対す

る視覚情報から感じる道先への期待感や安心感によ

り歩きたくないと意識する街路の評価が変化し，歩

行意思も高まることを指摘している． 

 斎藤 6)らは，アンケート調査を行い，普段利用し

ている歩行経路を把握することで人々が歩きたくな

るような街路空間の特徴を抽出し，今後の街路空間

のあり方を言及している． 

 このように，歩行者の経路選択に関わる研究にお

いては，目的地を設定したものや歩行者の目的別に

みた経路選択の特性を明らかにした研究が中心であ

り，本研究のように目的地を定めず歩行者が自由に

散策行動を行う中で「進みたい街路」や「進みたく

ない街路」に着目し景観特性を明らかにしている研

究は見られない． 

 

(2)街路のプロポーションについて 

 街路のプロポーションに関して，日高 7)は，19世

紀ヨーロッパ風景画を分析することにより，街路の

奥行き感と空間プロポーションとの関連性について

論考している．その結果，絵画の両端や下などに存

在する景観要素を極端に大きく描くことで，その風 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景やランドマークを誇張し，対象物を引き立てる

“さわり要素”の配置が奥行き感に強い影響をおよ

ぼすことを捉えている．また，空間プロポーション

において，見込角と距離，建物群の道路側の幅 L の

プロポーションによって「奥行き感」に与える印象

が大きく変化すると述べている． 

 大友 8)らは，銀座通りの容積率導入からみた，建

築ファサードのプロポーションとスカイラインの構

成を検討し，銀座における街路空間の構成と変遷を

明らかにすることで銀座の特徴的な街路タイプを捉

えている. 

 このように，街路のプロポーションに関する研究

においては，街路の奥行き感と空間プロポーション

との関連性や建築ファサードのプロポーションとス

カイラインの構成を明らかにしてた研究が中心であ

り，街路のプロポーションが進みたい・進みたくな

いという回遊行動にどのように繋がるかについて言

及したものは見られない．この点に関し，本研究で

は，歩行者の街路の回遊行動として進みたい・進み

たくないという評価要因と街路のプロポーションの

関連性を明示するものである． 

 

(3)街路景観におけるモデル構築について 

 街路景観におけるモデル構築として，安部 9)らは，

従来コマーシアル媒体として利用されていたフォト

モンタージュ法を導入し,その有効性の探求を基調

に修景・緑化モデルの開発とその評価を捉えている. 

 大山 10）らは，住宅地図やプローブパーソン調査

を用いて，交差点ごとに連続する歩行者の目的別に

みた経路選択行動を逐次的な意思決定モデルにより

構築している．また，街路は単純な統一イメージよ

りも，鍵型に交差している街路にも同一の景観デザ

インを施すことで，逐次的な経路選択を継起させ面 

的な回遊行動を引き出せる可能性があることを述べ

ている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 既往文献レビューの結果 
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 このように，街路景観におけるモデル構築に関す

る研究においては，フォトモンタージュ法を導入す

るなどして，修景・緑化モデルや，歩行者の目的別

にみた経路選択行動モデルや街路景観モデルを構築

するものがみられるが，本研究ではこうしたモデル

の構築を目指すものではなく，街路のプロポーショ

ン分析をすることで歩行者が進みたい・進みたくな

いと感じる回遊行動の評価要因を導出するものであ

る． 

 

(4)街路空間の類型化について 

 街路空間の類型化として，高野 11)は，東京 23 区

の様々な特色を持った街が存在するなかでその特色

を形成する要因として街路パターンに着目し，

Hillier らによって提唱された SpaceSyntax を用い

て構造解析結果と実際の街並みとを対比させること

で街路パターンと街並の印象との関係を提示してい

る． 

 志田 12)らは，視覚要素を基に都市空間を類型化し,

それぞれの空間が持つ特性と，空間の集合としての

街全体の空間構成を明らかにしている. 

 平野 13）らは，人間の認知構造に基づき街路のイ

メージ類型を把握し，このイメージ類型をケースス

タディとして繁華街構成の実態を明らかにすること

で繁華街構成の複雑性・秩序性を捉えている． 

 このように，街路空間の類型化に関する研究にお

いては街路の写真分析等により，景観の形態と意味

と価値の多様性を浮き彫りにするような認識の枠組

みや,視覚要素を基に都市空間を類型化することで

空間の集合としての街全体の空間構成あるいはイメ

ージを明示しているものが見られる.これらは，景

観的要素と空間的要素を個々に捉えており，本研究

でもこれらの視点を参考にし，歩行者の進みたい・

進みたくないという回遊行動の評価要因となる景観

的要素と空間的要素の双方を捉え景観特性を明示す

る． 

 

(5)街路景観のイメージについて 

 街路景観のイメージとして，平出 14)らはフォトモ

ンタージュによる景観シミュレーションモデルを用

いた景観評価実験を行うことで，住宅地街路景観で

は緑視量の多さが最重視される傾向を捉えている.

また，好ましい街路植栽イメージには,単純に緑視

量だけでなく,街路との調和を考慮した樹種やその

色合い等も十分に検討すべきであると指摘している. 

 伊藤 15)らは，歩行者が街路から感じ取る街路イメ

ージを対象として,歩行により変化する街路イメー

ジに影響を与える物理的指標を抽出した結果，様々

な空間要素を統一的にみることによって物理的要素

と視距離の関係性と,これにもとづく視線方向によ

る街路イメージの変化をみいだし,ファサード方向

に対しての複雑さから,イメージの異なる街区を抽

出するための指標を示している. 

 藤原 16）らは，都市内街路を対象に，道路植栽が

沿道イメージにもたらす心理的効果について，道路

植栽の形態・量及び視点の位置との関連から検討し，

植栽操作による沿道イメージの形成手法及びその可

能性を捉えている． 

 白柳 17)らは，周囲の街並により店舗画像の印象が

変化するか，また認知方法により変化への差が生じ

るかを検討した.その結果，店舗画像の印象は，周

囲に配置された街並の文脈により，その文脈へと近

づくよう変化する同化と，反対に印象が遠ざかるこ

とを捉え，また実験参加者により変位量に差が生じ

る傾向が観察され，街路景観認識における認知スタ

イルを明らかにしている. 

 このように，街路景観のイメージに関する研究と

しては，歩行者が街路から感じ取る街路イメージに

対して影響を与える物理的指標の抽出，物理的要素

と視距離の関係性などを明らかにしているものや，

道路植栽が沿道イメージにもたらす心理的効果につ

いて道路植栽の形態・量及び視点の位置との関連か

ら検討することで街路イメージを捉えている．この

点につき，本研究では，街路を回遊し視認すること

で街区内における行動欲求を景観特性の観点から捉

える． 

 

 

３．研究方法 

 

(1)調査対象地 

 本研究では，居住空間と商業空間が混在し，都心

部の多様な景観構成が体験できる街区内細街路の回

遊行動と景観特性の関係を捉えるために，東京都港

区北青山・渋谷区神宮前地区(以下，表参道エリア)

を対象とし，表-2 に示すように 2016 年の８月から

11月の平日(午前 11時〜午後 16時まで)に，晴天時

の延べ 10日間にわたり現地調査を実施した． 

 

(2)調査被験者 

 被験者の選定にあたっては，目的地を定めず自由

にまち歩きを行った際に歩行者が進みたいと魅力的

に感じる細街路の景観特性を抽出するために，買い

物行動などによって目的地を定めていない散策型の

被験者であること，また回答内容をさらに詳しく分

析するために繰り返し質疑が可能な被験者であるこ
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と，これらを同時に満たす被験者として日本大学理

工学部の学生 30人を対象とした． 

 

(3)調査内容 

 上述の被験者に現地で回答シートを渡し，まず街

区内細街路の「外部景観評価」として，当該細街路

を囲む表通りから当該細街路を眺めた際に，その細

街路に入りたいか否かについて問い，「入りたい」

と感じる場合には，そのまま細街路に進入してもら

い，続いて街区内細街路の「内部景観評価」として，  

分岐点に立った際に「進みたい」か「進みたいくな

い」かを問い，「進みたくない」とした場合には， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価シートの地図上にその位置と理由を記入しても

らい調査を終了する．また，「進みたい」とする場

合は，その位置と理由を記入してもらい「進みたく

ない」と感じる分岐点に至るまで調査を続ける．な

お，この調査の意図としては，街区内細街路の回遊

行動特性となる進みたい・進みたくない細街路の景

観特性を抽出することを解明するため，歩行者を自

由に散策させた．その際，他者の行動に判断が引っ

張られることを防ぐため，個別にスタート時間やス

タート位置が重ならないように配慮した．また，評

価の判断要因となった要素を詳しく把握するため，

各被験者に写真撮影をさせた． 

 

 

４．結果および考察 

 

(1)｢入りたい｣｢入りたくない｣別に見た外部景観特性 

 調査対象とする街区内細街路に面する大通りから

眺めた全 10 ヶ所の街区内細街路の外部景観として，

「入りたい」「見るだけで満足」「入りたくない」

の３項目で評価した結果をまとめたものが図-1 で

ある．この図-1 に示すように，調査対象とした全

10 ヶ所の外部景観のうち，「入りたい」とする回

答が最多となった細街路は，⑵，⑶，⑷，⑹，⑺，

⑽，「入りたくない」とする回答が最多となった細

街路は⑴，⑸，⑻，⑼であった．また，各細街路の

見通し距離や評価要素等の位置関係を把握するため

に図-2を作成し，表-3は「入りたい」とする細街 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 街区内細街路の外部景観評価結果(N=30) 
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ア.入りたい イ.入りたくない ウ.見るだけで満足 

写真-6 外部景観⑹ 写真-8 外部景観⑻ 写真-7 外部景観⑺ 写真-10 外部景観⑽ 写真-9 外部景観⑼ 

写真-2 外部景観⑵ 写真-4 外部景観⑷ 写真-1 外部景観⑴ 写真-5 外部景観⑸ 写真-3 外部景観⑶ 

※写真-1〜10の()数字は図-2と図-5のものと対応 

表-2 調査概要 
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図-2 調査地区の概要と外部景観の平面構成  ※()数字は写真-1〜10と図-5のものと対応 
表-3 「入りたい」とする細街路の評価理由(N=母数) 

表-4 「入りたくない」とする細街路の評価理由(N=母数) 
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路と表-4 は「入りたくない」とする細街路の評価

理由や評価対象となった細街路の諸元(間口幅，見

通し距離等)についてそれぞれ示したものである． 

 

a)間口の広さ 

 表-3 より，「入りたい」と評価された全細街路

は，共通して間口幅が３〜４m であった．他方，

「入りたくない」とする細街路は，間口幅が５〜

６m であった．これより，「入りたい」と認識され

る細街路の間口幅は４m 以下となることから，細街

路への進入意欲の要因の一つとして，間口幅は道

路幅の最低基準(４m)である“狭さ”が重要となる

ことを捉えた． 

b)見通し距離 

 表-3 より，「入りたい」と評価された６つの細

街路のうち，⑶，⑹，⑺，⑽の４つは見通し距離が

100m 以上であった．「入りたい」とするその理由

は細街路⑶では「見通しがきく(64.7％，写真-

11)」，細街路⑹では「人が多く賑わいがある

(69.6％，写真-12)」，細街路⑺では「先が見えず

気になる(64.3％，写真-13)」，細街路⑽では「お

店が気になる(61.5％)」であった．これらに対して，

「入りたくない」と評価された４つの細街路のうち，

⑴，⑸，⑻の３つは 100m 未満であり，その理由は

共通して「何もなさそう(⑴:42.9％，⑸:50.0％)，

⑻:38.5％」であった．また，図-2 より細街路⑼は，

見通し距離が 100m 以上であるが，その間に被験者

によって評価された店舗は一つも存在しない．これ

より，「入りたい」とする細街路の見通し距離は

100m 以上かつ店舗の存在が評価を左右することを

捉えた． 

c)店舗による影響 

 図-2 より，「入りたい」とする細街路⑵，⑶，

⑷，⑹，⑺，⑽は，いずれも複数の店舗が評価され

ており，細街路⑵，⑷，⑺は視線の延長方向にみら

れる店舗の密集感や，それらの看板が集積する様相

に伴い発生する人の賑わい(人だまり)が評価されて

いる．また，これらの細街路には，一般的に建築フ

ァサードが印象的に見える視距離 70m 以内 18）にカ

ーテンウォール状の建築群が存在していることから，

そのガラス面に反射する太陽光が狭小な細街路全体

を明るく照らしているため(写真-7，13，14)，カー

テンウォールが存在しない街路(写真-1，5，17)と

比べてわかるように，その明るい街路状況が評価を

高めたと考える．さらに，「入りたくない」という

理由 (表 -4)に「何もなさそう (⑴ :42.9％，

⑸:50.0％，⑻:38.5％⑼:43.8％)」や「住宅感が強

い(⑼:37.5％)」が挙げられていることを踏まえる

と，都市部の住商混在型の細街路における空間的魅

力は，閑静な佇まいよりも店舗のもつ賑わいや話題

性が重要になると考えられよう． 

d)植栽による影響 

 図-1 より考察したすべての細街路において植栽

の存在が認められた．しかし，表-3 より植栽に関

する評価は細街路⑷，⑹で僅かに挙がるのみであり，

他の細街路ではまったく挙げられていない．これよ

り，植栽は細街路の外部景観評価を左右する直接的

な要素にならないことが示唆される． 

 以上より，一般的に街区内細街路の外部景観は，

間口幅４m 以下という狭小な空間ほど暗さが強調さ

れがちであるが，本調査結果より見通し距離が

100m 以上といった見通しの良さや店舗のガラス壁

面に反射する太陽光の明るさの強調，また視線延長

方向の店舗・看板等の密度強調など，狭小空間ゆえ

に強調される「明るさ」「店舗等密度」が街区内細

街路の内部へと誘う空間特性となることを明らかに

した． 

 

(2)｢進みたい｣｢進みたくない｣別に見た内部景観特性 

 外部景観より得られた，入りたい細街路全６ヶ所

から入った街区内細街路を被験者の半数以上が「進

みたい(全 22ヶ所)」「進みたくない(全 22ヶ所)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絞り込み感 弱 強 

図-3 奥行プロポーション分析法の概念図 
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と評価した細街路を示したものが図-5 である．そ

の要因分析のために，「奥行プロポーション分析法」

として分析対象空間をパースペクティブ(図-3)に捉

え，街路幅(d′/D)と沿道の建物高さ(h′/H)と見通し

距離の関係を散布図で示したものが図-4 である．

表-5 は各細街路のスカイラインの形態を，表-6 は

分岐点に立った際の進行方向の店舗内の見え方を，

また店舗の看板や植栽等の構成をそれぞれ距離別に

示したものである． 

 

a)奥行プロポーション 

 図-4 より「進みたい」とする 22 ヶ所の細街路の

プロポーションはその約７割が d′/D 0.05～0.15，

h′/H 0.10～0.30 の範囲にみられ，これらの数値は０

に近いほど奥行方向への絞り込み感が強いことから， 

その印象が強いほど「進みたい」と感じさせること

が捉えられた．さらに，この範囲内の見通し距離は

約８割が 100m 以上であった．次に，「進みたくな

い」とする 22 ヶ所の細街路の奥行プロポーション 

は，その約９割が d′/D 0.15 以上または h′/H 0.30 以 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あり，奥行方向への絞り込み感が弱い状況にある．

この範囲内の見通し距離をみると，その約８割が０

～50m であった．このように「進みたい」と感じさ

せる細街路は，見通し距離が 100m 以上という奥行

きに加え，奥行面が小さく，絞り込み感が強調され

ることで奥行感と視線誘導効果が高まり，まち奥へ

と誘われる効果をもたらすことが明らかとなった． 

b)スカイライン 

 表-5 より，「進みたい」とする 22 ヶ所の細街路

のうち約６割が奥行面のスカイラインが統一的(写

真 22)であったが，「進みたくない」とする 22ヶ所

の細街路は約９割が乱れていた(写真-23)．他方，

「進みたい」とする全細街路のうち約７割が沿道建

物のスカイラインが統一的であったが，「進みたく

ない」とする細街路は約８割が乱れていた．これら

より，奥行面やスカイラインが統一されていると評

価が高く，どちらか一方が乱れていると前述の「奥

行プロポーション」で示すような細街路の奥行感と

視線誘導効果が低下するため，進みたいとする意欲

もそれだけ損なわれると考えられる． 

c)店舗・看板による影響 

 表-6 より「進みたい」とする 22 ヶ所の細街路に

おいて，店舗は業種に関わらず分岐点から 30m以内

に約９割が存在していた．さらに内部が見通せる店

舗は 20m以内に約９割が集積していることを捉えた．

これは人の顔の識別限界距離(24m)以内 19) に該当す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶 

ｃｃｃｃｃｃｃ 

スカイラインの形態 進みたい(22ヶ所) 
件数 

進みたくいない(22ヶ所) 
件数 

割合(%) 割合(%) 

奥行面 

統一的 
❶,❷,❸,❹,❺,❻,❽, 
❾,❿, , , ,  

13 
④,⑯,⑱ 

3 

59.1 13.6 

不統一 
❼, , , , , 

, ,21,22 

9 ①,②,③,⑤,⑥,⑦,⑧,⑨,⑩,⑪, 
⑫,⑬,⑭,⑮,⑰,⑲,⑳,㉑,㉒ 

19 

40.9 86.4 

視線方向左右 

統一的 
❶,❸,❹,❺,❻,❼,❿, , 

, , , , , ,22 

15 
④,⑥,⑯,⑱,⑳ 

5 

68.1 22.7 

不統一 ❷,❽,❾, , , ,21 
7 ①,②,③,⑤,⑦,⑧,⑨,⑩,⑪, 

⑫,⑬,⑭,⑮,⑰,⑲,㉑,㉒ 

17 

31.8 77.3 

 

22 

21 

21 22 

表-5 「進みたい」「進みたくない」細街路のスカイラインの形態 

図-5 調査対象地の概要と内部景観の平面構成    ※○数字は表-5と，()数字は写真-1〜10と図-2とそれぞれ対応 
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ることから，店舗内の利用者の賑わいを享受できる

状況にある．このように，店舗内の賑わいが享受で

きるように分岐点より 30m以内でかつ，店舗内部が

見通せる建築形態とすることが細街路の誘引効果と

して望ましいといえよう． 

 次に，看板に着目すると，「進みたい」とする細

街路は店舗と連動するように 30ｍ以内に壁面・

立・建植看板が集中していることに対して，「進み

たくない」とする細街路では，店舗の用途が識別で

きるような店舗内への可視性や看板類がほぼ見られ

なかった． 

d)植栽による影響 

 外部景観では特徴がみられなかった植栽について，

内部景観評価としての表-6 より，植栽は「進みた

い」とする細街路の分岐点から 10m以内に約７割が

集中するという特徴が捉えられた．なお，住宅に関

しては主だった特徴は認められなかった． 

 以上より，本研究は奥行プロポーション分析法に

より，回遊行動を促す街路構成の道路幅構成比は

0.15 以下，建物高さ構成比が 0.30 以下であり，な

おかつ 100m 以上の見通しがきく中で絞り込み感が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強調される空間であることが明らかになった．さら

に，こうしたプロポーションの骨格を満たす細街路

は，分岐点から 30m 以内に店舗・看板が集積してお

り，その中でも 20m 以内に内部が見通せる店舗を有

するともに分岐点から 10m 以内に植栽が存在する空

間構成が進みたいという行動欲求を促すことを明ら

かにした． 

 

 

５．まとめ 

 

 以上より，一般的に街区内細街路の「外部景観」

は，間口幅４m 以下という狭小な空間ほど暗さが強

調されがちであるが，本調査結果より，見通し距離

が 100m 以上といった見通しの良さや店舗のガラス

壁面に反射する太陽光の明るさの強調，また視線延

長方向の店舗・看板等の密度強調など，狭小空間ゆ

えに強調される「明るさ」「店舗・看板等密度」が

街区内細街路の内部へと誘う空間特性となることを

明確化した．また，街区内細街路の「内部景観」に

おいては「奥行プロポーション分析法」を設定し， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-6 「進みたい」細街路と「進みたくない」細街路の構成要素と距離関係 

0 16 18 20構成要素の距離関係 2 4 6 8 10 12 14 60 (m)

店
舗

進み
たい

内部が見える

48 52 5634 36 38 40

進み
たく
ない

内部が見える

内部が見えない

内部が見えない

4422 24 26 28 30 32

壁面看板

立･建植看板

突出看板

住
宅

進みたい

進み
たく
ない

看
板

進み
たい

壁面看板

立･建植看板

突出看板

進みたくない

植
栽

進み
たい

単独

群化

連続

進み
たく
ない

群化

連続

単独

【凡例】
店舗 看板 住宅 植栽

：1ヶ所 ：１ヶ所 ：１ヶ所 ：１ヶ所

：2ヶ所 ：２ヶ所 ：２ヶ所 ：２ヶ所

：3ヶ所 ：３ヶ所 ：３ヶ所 ：３か所

写真-27 内部が見える店 写真-29 住宅の様子 写真-28 内部が見えない店舗 

 

写真-30 連続の植栽 
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分析した結果，回遊行動を促す街路構成の道路幅構

成比は h'/H 0.30 以下かつ，建物高さ構成比が d'/D 

0.15 以下で見通し距離 100m 以上かつ奥行面と沿道

のスカイライン統一の重要性を明確にした．さらに

こうしたプロポーションの骨格を満たす細街路は，

分岐点から 30m 以内に店舗・看板が集積しており，

その中でも 20m 以内に内部が見通せる店舗とともに，

分岐点から 10m 以内に植栽を有するといった空間構

成が進みたいという行動欲求を促すことを明らかに

した． 

 現状の景観計画や地区計画ではエリアやゾーン全

体に規制・基準を設定されがちであるが，本研究成

果より骨格としてのプロポーションを満たす細街路

においては分岐点から 30m 以内を重点ラインとして

本研究成果を活用した規制・基準を考えていくこと

が重要であることが示唆される． 
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